
　

新
年
を
迎
え
る
準
備
は
、
ど
こ

の
家
庭
で
も
忙
し
く
、
皆
で
手
分

け
を
し
て
昔
か
ら
の
し
き
た
り
通

り
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
家
の
玄

関
に
は
、
赤
い
実
の
付
い
た
ふ
く

ら
し
の
木
を
二
本
立
て
て
、
し
め

飾
り
を
し
て
あ
り
ま
し
た
。
使
い

川
に
あ
る
水
神
様
に
も
お
飾
り
が

あ
り
、
元
日
の
朝
一
番
に
若
水
を

く
む
準
備
が
し
て
あ
り
ま
す
。
年

末
に
つ
い
た
お
餅
の
お
飾
り
用
の

も
の
を
供
え
て
外
ま
わ
り
は
完
成

で
す
。
私
た
ち
子
ど
も
は
、
正
月

礼
と
い
う
名
目
で
仲
良
し
の
友
だ

ち
の
家
へ
泊
り
に
行
っ
て
、
か
る

た
や
ト
ラ
ン
プ
な
ど
し
て
遊
ぼ
う

と
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
古
き
良

き
時
代
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

一
年
の
汚
れ
を
掃
除
し
、
神
様

祭
り
を
し
て
、
夜
は
そ
ば
を
食
べ
、

そ
ば
切
り
と
い
っ
て
こ
の
一
年
に

区
切
り
を
つ
け
る
と
い
う
日
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
夜
は
わ
が

家
で
は
、
ミ
カ
ン
と
生
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
茶
の
間
で
紅
白
歌
合
戦

を
見
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

こ
う
し
て
書
い
て
い
る
と
、
夫
の

父
母
と
紅
白
歌
合
戦
を
見
な
が
ら

お
茶
を
飲
み
、
大
晦
日
の
夜
を
過

ご
し
た
昔
を
思
い
出
し
、
あ
の
頃

が
と
て
も
懐
か
し
い
で
す
。
除
夜

の
鐘
を
聞
く
と
と
も
に
古
年
か
ら

新
年
を
迎
え
る
と
い
う
、
最
も
忙

し
く
も
あ
り
、
最
も
大
事
な
一
日

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

今
月
の
テ
ー
マ

       
「 
大
晦
日
」

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

テーマは
 「 うるう年」です 。
うるう年にまつわる話、出
来事や思い出などについ
て、 ２００字程度でお寄せく
ださい。

川柳の兼題は
 「秘密」です。
お便りは、先月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
１月４日捷です。

１ 月号では、

 「 お餅」
 についてお便りを募集
しています。

（１２月１０日締め切り）

２月号 読者の広場

今 月は、
寄せられたお便り
５６通の中から
チ ョ イス

　

湯
原
温
泉
は
ん
ざ
き
小
町
の
半

崎
美
子
さ
ん
の
全
国
ツ
ア
ー
フ
ァ

イ
ナ
ル
の
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
我
々
と
東
京
在
住
の
湯
原
出

身
者
が
、
湯
原
温
泉
の
法
被
を
着

て
応
援
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
も
ア
ー

テ
イ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
湯
原
温
泉

の
法
被
を
着
て
「
は
ん
ざ
き
音
頭
」

で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
半

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」
以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読者の広場は皆さんか
ら寄せられたハガキな
どでつくるページです。

宇宙人のようなお芋が採れました!!

 「
大
晦
日
」

小
椋
蓉
子
さ
ん（
下
湯
原
）

 「
大
晦
日
」

門
野
順
子
さ
ん（
月
田
）

 「
半
崎
さ
ん
の
応
援
に
」

 
金
佐
通
彦
さ
ん（
禾
津
）

Maniwa ２２

▼

 PN  ｆｒｕｉｔ大好き

▼

 PN きこ

▼

 PN アールクトゥルス

崎
さ
ん
は
、
全
国
の
ス
テ
ー
ジ
で

「
は
ん
ざ
き
音
頭
」を
歌
う
と
き
は
、

必
ず
湯
原
温
泉
の
話
を
し
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
、
は
ん
ざ
き
小
町

就
任
の
効
果
絶
大
だ
な
と
感
じ
で

帰
り
ま
し
た
。
来
年
の
「
ゆ
ば
ら

音
泉
は
ん
ざ
き
ラ
イ
ブ
」
が
楽
し

み
で
す
概

　

保
育
園
の
畑
で
芋
掘
り
を
し
た

ら
、
ま
る
で
宇
宙
人
芋
の
よ
う
な

形
の
芋
を
発
見
。
子
ど
も
た
ち
は

大
歓
声
で
し
た
概

はんざき音頭を熱唱する半崎さん

 「
い
も
星
人
が
や
っ
て
き
た
」

 
北
房
中
央
保
育
園

▼

 PN 立川泰真



★対象★
発行月に１歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の１０日まで
★掲載内容★
陰お子さんの写真隠氏名（ふりが
な）韻性別吋生年月日右住所宇
応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒７１９-３２９２真庭市久世２９２７-２
ＴＥＬ７-４２-１１６３（ＦＡＸ１３５３）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

１歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の記
念に、お子さんの写真を
広報真庭に掲載しません
か。お送りいただければ
もれなく掲載します。持
参、郵送、メールいずれ
でも結構です。

 ２３Maniwa

 田  村   芽  彩  ちゃん
た むら め い

Ｈ２６．１２．１１ 生まれ（草加部）
◯ 応 祐樹・知子さん（両親）

 藤  本  ゆめ 香  ちゃん
ふじ もと か

Ｈ２６．１２．１０ 生まれ（江川）
◯ 応 美代子さん（祖母）

 古  谷   明  瑚  ちゃん
こ だに あ こ

Ｈ２６．１２．６ 生まれ（日名）
◯ 応 高一・今日子さん（両親）

 萬  代   蒼  央  くん
まん だい あ お

Ｈ２６．１２．２５ 生まれ（目木）
◯ 応 晋作・悦子さん（両親）

 中  西   悠  翔  くん
なか にし ゆう と

Ｈ２６．１２．２５ 生まれ（台金屋）
◯ 応 新治・三由紀さん（両親）

 細  川  千  陽  ちゃん
ほそ かわ ち あき

Ｈ２６．１２．１７ 生まれ（西原）
◯ 応 真吾・麻子さん（両親）

 原 　 稜  樹  くん
はら いつ き

Ｈ２６．１２．３０ 生まれ（上水田）
◯ 応 弘樹・祐子さん（両親）

 原 　 樹  生  くん
はら たつ き

Ｈ２６．１２．３０ 生まれ（上水田）
◯ 応 弘樹・祐子さん（両親）

 森  本   陽  香  ちゃん
もり もと はる か

Ｈ２６．１２．２７ 生まれ（下方）
◯ 応 喬・まどかさん（両親）

魅力ある
まち づ く りを応援
ふるさと納税として寄付金をいただ
きました。
交流定住推進課  ℡７-４２-１１７９

矢代　修司さん（北海道帯広市）
田中　友梨さん（埼玉県さいたま市）
鵜澤二美子さん（千葉県千葉市）
中沢志麻子さん（千葉県松戸市）
佐藤　史和さん（千葉県松戸市）
土屋　一延さん（東京都千代田区）
内野　佳高さん（東京都世田谷区）
山田　寛人さん（東京都港区）
山田　知生さん（東京都渋谷区）
鈴木　由子さん（東京都渋谷区）
谷元　昭文さん（東京都大田区）
西山　冬樹さん（東京都江戸川区）
榎原　知樹さん（東京都新宿区）
角川　典子さん（東京都中央区）
櫻井　裕之さん（東京都北区）
吉井　　智さん（東京都葛飾区）

三橋　祐子さん（東京都品川区）
古屋　信治さん（東京都三鷹市）
木原　宏匡さん（神奈川県横浜市）
本田　典之さん（神奈川県横浜市）
木原　宏匡さん（神奈川県横浜市）
生方　　文さん（神奈川県横浜市）
松崎　聖和さん（神奈川県横浜市）
森本　宏規さん（神奈川県横浜市）
野村　泰三さん（石川県金沢市）
野村　隆子さん（石川県金沢市）
工藤　重和さん（長野県佐久市）
村木　健一さん（静岡県浜松市）
岡村　　誠さん（静岡県島田市）
川崎　美絵さん（静岡県三島市）
織田　義憲さん（愛知県江南市）
鈴木　　修さん（愛知県名古屋市）
柴田　　力さん（愛知県日進市）
朝岡　慶一さん（愛知県西尾市）
宮田　　豊さん（滋賀県湖南市）
大本　陽子さん（京都府宇治市）
濱田善一郎さん（京都府久世郡久御山町）
楊　　大鵬さん（大阪府大阪市）
宮林　輝明さん（大阪府大阪市）
武輪　和男さん（大阪府大阪市）

内田　一道さん（大阪府大阪市）
松岡　晴美さん（大阪府大阪市）
徳山　愛子さん（大阪府大阪市）
湯本さゆりさん（大阪府東大阪市）
上田　宏則さん（大阪府吹田市）
黒川　義隆さん（大阪府高槻市）
井上　賢二さん（大阪府高槻市）
須摩　俊之さん（大阪府堺市）
安形比呂志さん（兵庫県神戸市）
金�　　章さん（兵庫県神戸市）
尾崎　　進さん（兵庫県神戸市）
三村　清高さん（兵庫県神戸市）
西　　　孝さん（兵庫県西宮市）
兼田　　守さん（和歌山県紀の川市）
小椋　章光さん（鳥取県倉吉市）
沖本　二郎さん（岡山県岡山市）
岡　　正人さん（岡山県倉敷市）
松原　広司さん（広島県広島市）
植村　　慎さん（香川県さぬき市）
白木　武範さん（福岡県福岡市）
楠元正一郎さん（福岡県福岡市）
田丸　　愛さん（宮崎県小林市）

ありがとうございました。
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まにわ本クラブ員が紹介まにわ本クラブ員が紹介

この本読んでみて!!

子
育
て
を
通
じ
て
地
域
に
感
謝

　
　

松
本　

恵
さ
ん（
禾
津
）

　

湯
原
い
き
い
き
ま
つ
り
で
「
い

き
い
き
人
」
と
し
て
子
育
て
に
熱

中
し
て
い
る
こ
と
や
感
謝
の
気
持

ち
を
発
表
し
ま
し
た
。
７
年
前
、

夫
の
仕
事
の
関
係
で
湯
原
に
引
っ

越
し
て
き
た
当
初
は
、
周
り
は
知

ら
な
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
子
育

て
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
地
域
の

人
に
支
え
ら
れ
て
子
育
て
が
で
き

ま
し
た
。
今
日
の
発
表
で
感
謝
の

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

三
浦
邸
の
催
し
を
来
年
も

　
　
　

�
熱
本
満
代
さ
ん
（
正
吉
）

　

椎
の
木
お
も
て
な
し
会
で
は
、

三
浦
邸
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
三
浦
邸
を
知
っ
て
も

ら
い
、
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う
と

餅
つ
き
と
庭
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
餅
つ
き
に
は
多
く

の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、
き
ね
と
臼

で
つ
く
餅
つ
き
に
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
。
力
い
っ
ぱ
い
杵
を
振

っ
て
い
ま
し
た
。
夜
は
中
庭
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
と
、
ぜ
ん
ざ
い
で
秋

の
ひ
と
と
き
を
の
ん
び
り
と
過
ご

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
来
年
も
、

こ
う
い
っ
た
催
し
を
開
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

 
注  
連  
山 
に
も
っ
と
親
し
ん
で

し 

め 

や
ま

　
　

池
田
昌
弘
さ
ん
（
落
合
垂
水
）

　

注
連
山
は
地
域
の
宝
。
昔
は
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
し
た
が
、

最
近
は
そ
の
姿
も
見
か
け
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
垂
水
向

津
矢
住
民
会
で
「
ま
に
わ
・
し
め

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

冒
険
ツ
ア
ー
な
ど
い
ろ
ん
な
企
画

を
や
っ
て
い
ま
す
。
真
庭
高
校
の

皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
登
山
道
の

入
り
口
２
カ
所
に
看
板
を
設
置
。

せ
っ
か
く
な
ら
真
庭
ら
し
い
も
の

を
と
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
迫

力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
看
板
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
注
連
山
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

原発事故で、家、土地、

生活の全てを奪われた飯

館村の農家の主婦が、地

域や人々とのつながり、

作物の実りに勇気を得

て、「あきらめない」こと

の大切さを学んでいきま

す。自分にとって本当に

大事なものに出会って欲

しい、と語られています。

あきらめないことにしたの （久世図書館）
堀米　薫／新日本出版社

▼

 PN こう

▼

 上原亨太

▼

 PN メリクリ

   生涯学習課　真庭市久世２９２７-２
℡ ７-４２-１０９４　FAX ７-４２-１４１６
まにわ本クラブではクラブ員を募集
しています。本が好きな人ならどな
たでも大丈夫。読書の楽しさを一緒
に広めてみませんか？

まにわ本クラブ

まにわ本クラブ員が、おすすめの本を
紹介します。読みたい本は、最寄りの
図書館・図書室に送ってもらうことも
できます。

今月の紹介者　

まにわ本クラブ員
馬野 展子さん（開田）

私のおすすめの
２冊を紹介します

葛

ｏｎｅ ワン （久世図書館）
キャサリン・オートシ　　

訳：乙武洋匡／講談社

１人ひとりは色とりど
りの存在。その“違い”が
「対立」や「優劣」を生

むことがあります。一人

の姿が多くの人に勇気

を与える。そうありたい

と思わせてくれる、大人

にも読んで欲しい絵本です。続編の「ＺＥＲＯ

ゼロ」もおすすめです。



 ２５Maniwa

響く歌声！こぼれる笑顔！ (１０/２９)
ソプラノ歌手の沢崎恵美さん、テノール歌手の村上敏明さん、ピアニスト 
の瀧田亮子さんが上水田小学校を訪れ、子どもたちに素敵な歌声を披露。
子どもたちも一緒に楽しく歌いました。

川 柳   「泡」
フ
ラ
イ
パ
ン
泡
が
は
じ
け
る
い
い
時
間　
　

横
山
と
も
子　

久
世

し
ゃ
ぼ
ん
玉
泡
に
ま
み
れ
て
孫
遊
ぶ　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

後
期
で
も
独
り
楽
し
む
発
泡
酒　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

夢
で
よ
い
泡
泡
風
呂
で
の
ん
び
り
と　
　
　

君
影
草　
　
　

組

泡
た
て
て
出
来
な
い
母
の
髪
洗
う　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

泡
吹
い
て
カ
ニ
が
何
か
を
主
張
す
る　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

洗
顔
に
泡
立
つ
ク
リ
ー
ム
コ
ラ
ー
ゲ
ン　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

泡
が
立
ち
コ
ッ
プ
七
分
の
ビ
ー
ル
飲
み　
　

小
谷
三
千
子　

別
所

栄
転
に
ビ
ー
ル
の
泡
も
盛
り
上
り　
　
　
　

牧　

俊
隆　
　

西
原

泡
を
ふ
く
金
魚
は
何
が
不
足
か
な　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

ラ
イ
バ
ル
に
一
泡
吹
か
せ
る
策
を
練
る　
　

樋
口
重
雄　
　

見
尾

ラ
イ
バ
ル
に
泡
を
ふ
か
せ
て
ほ
く
そ
笑
み　

悠
　々
　
　
　

上
水
田

一
杯
目
男
が
う
な
る
口
の
泡　
　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

シ
ャ
ン
プ
ー
の
泡
も
侘
し
い
禿
頭　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

旅
の
宿
泡
の
湯
舟
で
持
て
な
さ
れ　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

渦
の
中
泡
の
一
つ
に
な
っ
て
み
る　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

仕
舞
風
呂
心
ゆ
る
し
て
泡
の
中　
　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

選：勝山川柳会　原　健裕さん

２月号の兼題は「秘密」

〈
軸
吟
〉
高
ら
か
な
ラ
ッ
パ
お
風
呂
の
泡
と
消
え　
　

健
裕

今
月
の1 枚

▼

 PN つ ぅ

真庭市栄養改善協議会の提供です

今月のレシピ
提供は

石坂宏美さん
（蒜山支部）

 材料 （約１２ 人分）

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー１００ ｋｃａｌ    たんぱく質 ４ . １ｇ  
　脂質 ４. ９ｇ　炭水化物 ９. ５ｇ  
　カルシウム １ １６ 取　食塩相当量 ０. ３ｇ

①◯ B   をよく混ぜておく。プロセスチーズを
５㎜角に切っておく。

②ボールに◯  A  を混ぜ、Ｂを加え混ぜる。チ
ーズ、黒ごまも混ぜる。

③フッ素加工の卵焼き器を中火にかけ、サ
ラダ油をひき、②の生地の半量を流し入
れ、広げる。（フライパン、ホットプレー
ト（１７０℃）を使ってもよい）

④表面にプツプツ穴があいてきたら裏返し、
フタをして、さらに２〜３分焼く。

⑤あら熱が取れたら、幅２㎝ のスティック
状に切る。

注意：火加減に注意しましょう。

　　・米粉１００ｇ　・砂糖　大さじ２
　　・ベーキングパウダー　小さじ１
　　・卵１個
　　・牛乳２００㎖
・プロセスチーズ１００ｇ
・黒いりごま　大さじ４　サラダ油　適量

兼
牽
験

 
◯ A

米粉で作るもっちりケーキです。チーズと牛
乳が入ってカルシウムがたっぷり、冷めても
柔らかいです。

チーズ＆ごまスティック

兼
牽
験

  
◯ B 



Maniwa ２６

■平成２７年度真庭市障害者福祉展
　１１月２７〜２９日　勝山文化センター
■湯原温泉ｄｅ肉コン！
　１１月２９日　湯原温泉ミュージアム
■第１回ほくぼう玉入れ交流大会
　１１月２９日　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター
■第２５回神庭の滝駅伝競走大会
　１２月１３日　勝山スポーツセンター出発

■エスパスクリスマスコンサート
　〜ピアノ連弾とオルゴールの世界〜
　１２月１３日　久世エスパス
■真庭市文化連盟主催文化講演会「狂言」
　１２月２０日　勝山文化センター
■エスパス第九演奏会
　１２月２３日　久世エスパス
■宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
　１月１０日　久世エスパス

※「冠事業」とは、１０周年記念事業である旨を名称に冠して行う事業のことです。
　（終了した事業も一部掲載しています）

　
　

月
４
日
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

１２
ど
自
慢
」
が
白
梅
総
合
体

育
館
で
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

真
庭
市
内
で
の
開
催
は　
１３

年
ぶ
り
。
生
放
送
の
本
番

に
は
、
前
日
の
予
選
会
を

通
過
し
た　

組
が
出
場

２０

し
、
全
国
の
お
茶
の
間
に

自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
抽
選

で
選
ば
れ
た
約
千
百
人
が

市
内
外
か
ら
来
場
し
、
出

場
す
る
家
族
を
応
援
す
る

な
ど
し
て
、
テ
レ
ビ
収
録

現
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
　

月
４
日
、
中
国
勝
山

１２
駅
前
で
「
バ
イ
オ
マ
ス
ツ

ア
ー
真
庭
」
の
出
発
式
が

行
わ
れ
、
関
係
者
８
人
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た
。
初
の
ツ
ア
ー
客
と

な
っ
た
の
は
、
松
江
市
近

隣
の
経
営
者
ら
で
つ
く
る

異
業
種
交
流
団
体
「
松
江

市
工
業
経
営
研
究
会
」
の

メ
ン
バ
ー
９
人
。
温
水
プ

ー
ル
や
、
木
材
か
ら
自
動

車
燃
料
を
つ
く
る
実
験
プ

ラ
ン
ト
な
ど
五
カ
所
を
見

学
し
ま
し
た
。

 
平
成　

年

自
慢
の
歌
声
を
披
露

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
真
庭
か
ら
全
国
へ

バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー

真
庭
ス
タ
ー
ト　
!!

 
平
成　

年

 
平
成　

年

行
政
事
務
を
集
約

蒜
山
振
興
局
が
完
成

テープカットを行う関係者

　
　

月
３
日
、
国
道
４
８

１２
２
号
沿
い
に
建
設
、
整
備

を
進
め
て
い
た
蒜
山
振
興

局
の
開
庁
式
と
川
上
出
張

所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
市
職
員　
４４

人
が
出
席
。
玄
関
に
記
さ

れ
た
庁
舎
名
板
を
除
幕

し
、
開
庁
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
蒜
山
地
域

の
行
政
事
務
全
体
が
振
興

局
中
心
の
組
織
に
再
編
さ

れ
ま
し
た
。

人気番組の雰囲気を堪能

名板を除幕し開庁を祝う職員ら

２３

１８１９

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画
（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

あ
の 
日 
あ
の
と
き     
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。
あ
の
年
の

　

月
の
出
来
事
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。１2

１０

１２

１０

市制施行
１０周年記念冠冠冠冠冠冠事事事事事事冠事業業業業業業業  ご紹介

　
　

月　

日
、「
大
谷
・
定

１２

１４

古
墳
群
」
が
同
年
３
月
に

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
に
、
北
房
地
域

で
記
念
行
事
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
谷
一
号
古
墳
前

広
場
で
は
、
国
指
定
を
示

す
標
柱
の
除
幕
式
に
は
、

地
元
住
民
や
市
関
係
者
ら

約　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

５０
ま
た
、記
念
式
典
は
、北
房

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

約
３
０
０
人
が
参
加
。
定

古
墳
群
の
発
掘
を
手
掛
け

て
き
た
岡
山
大
学
新
納
泉

教
授
の
講
演
会
が
行
わ

れ
、
発
掘
調
査
時
の
様
子

を
交
え
、
古
墳
群
の
価
値

を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

 
平
成　

年

大
谷
・
定
古
墳
群

国
史
跡
指
定
を
祝
う

２０

大谷・定古墳群の大谷１号墳



11／8

11／3

10／25

10／25

10／11

11／15

ふるさと勝山
もみじまつり

おちあい
元気フェスタ

北房コスモス
まつり

作州くせ2015
ぼっこう祭

美甘ふるさとまつり

中和紅葉祭

真
庭
の
秋
2015

徳山神社 八束保健センター 砂湯
　
　

月
か
ら　

月
に
か
け
て
、

１０

１１

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
や
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真

を
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

銀沫やシイタケなどの特産品を販売。ＹＯＳＡＫＯＩソーラン踊りでは
９団体が勇ましく乱舞しました。 （勝山文化センター）

園児や団体がステージを盛
り上げ、特産のヒメノモチ
を使った餅つきに来場者も
参加。ふるさとの秋を楽し
んでいました。

（クリエイト菅谷）

ひるぜん大根など新鮮野菜
の販売やマジックショーな
どでにぎわいました。会場
では文化団体の作品展示も
行われました。

（中和出張所一帯）

揺れるコスモスを見ながら
のウォーキング、会場には
多くの飲食コーナーが並
び、家族連れらは舌鼓を打
っていました。

（コスモス広場一帯）

真庭高校の書道パフォーマ
ンスで開始。飲食コーナー
やスポーツ団体などの特色
のあるブースが出展され、
笑顔で触れ合いました。

（落合総合公園内）

旬の味が並び、ステージで
は地元保育園児など各種団
体が出演。軽トラ朝市の出
店団体も集合し盛大に行わ
れました。

（久世エスパス土広場）


